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「クリックするな、苦労しよう。世界は広い！」 

1986～1987 年度派遣 国際親善奨学生 

平澤 仁 

皆さん、しばらく前まで、カタカタと軽快な音を立てるタイプライターという少々い

かめしく重たい代物があったのはご存知でしょうか？私の留学経験は、今は無くなりつ

つあるそのタイプライターがまだ珍しかった埼玉県蓮田市で近所のお嬢様に借りるとこ

ろから始まりました。 

幼い頃から母に連れられてヴァイオリンを習いに池袋まで通うのも、小学生にしてみ

ればやっとやっとだったところからスタートした私でしたが、いつしか東京芸大に入学

し（昭和 56 年の春でした）専門的な勉強をしていました。そこでヴァイオリンの専科の

先生は一般大学のゼミの先生のような感じなのでしょうか、多大な影響力を生徒に与え

ますが、ある夏、当時ついていた原田幸一郎先生が突然おっしゃいました。「君さあ、夏

アスペンに行く？」 

私は全く知識が無かったのですが、アスペンというのは米国コロラド州の冬季オリン

ピックも開かれたことがあるほどのスキーリゾート地で、夏はその豊かな自然と宿泊施

設を背景に、９週間もの音楽フェスティヴァルが開催されている場所でした。原田先生
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はジュリアード音楽院を卒業後２０年もアメリカで活躍されていたので、アスペン音楽

祭の講師を帰国後も毎夏されていました。ですので、国内にいると９週間もレッスンが

無くなってしまい困りますし、外国に行く不安は大きかったのですが、他に何人かの先

輩後輩が参加していたので思い切って私も行ってみることにしました。 

ここで体験したのがアメリカの神髄とも言える、誰とでも友達になれる明るさ、同時

に自分を肯定する大らかさでした。東京芸大では年２回の実技試験ともなれば皆、練習

室にこもって会話も少なくなり、終了後にうまくいっても友達には「ダメだった」とい

う態度を取り、こっそり自己満足に浸るようなネガティブな方向で競い合っていました。

しかし、アスペンでは「オーディションどうだった？」と尋ねれば必ず「Good！」「Pretty 

good!」ちょっとダメでも「Not bad」などと笑顔で会話するのが常でした。もっと面白

いのは練習室で個人練習中に「コンコン」とノックの音がするので何かと思ったら「お

前のブラームスは、素晴らしい」などと全く知らない人がいきなりドアを開けてほめて

くれることでした。ほめ合う、感動をその場で素直に伝える、さらに、皆の様子を見て

いると自分自身に関しても、どこがダメ、ということを考えるより自分の良いところを

伸ばそうとする、アピールするスタイルが身に付いているように感じました。簡単に言

いますと、ロックのギタリストのように自分を格好よく見せる、良い意味で自己陶酔し

て演奏してしまうのです。これは日本でずっと教育を受けているとなかなかできないこ

となのです。 

アスペンから帰国後、私は本格的な留学の準備に入りました。ひと夏で十分に親のす

ねかじりになっていた私は、国際ロータリー財団の存在を知り、またその意義深さに共

鳴し書類を取り寄せ、格闘していきました。当時はメールも無い時代ですし、締切ギリ

ギリになってしばしば東京中央郵便局まで行き、さらに 2500 円くらいの国際郵便の速達

を使用した記憶もあります。 

蓮田ロータリークラブのカウンセラーは漢方医の黒木睦彦先生という大変温厚な方で

いろいろとご指導いただきました。 

その後、無事に栄えあるロータリー国際財団奨学生に決定し、あこがれのニューヨー

ク（以下 NY と表記します）のジュリアード音楽院で、当時最高の名教授ドロシー・ディ

レイ女史の薫陶を受けることができました。ちなみに自身がポリオを患いながらも松葉

づえでステージに現れ、それをヴァイオリンに持ち替えるやいなや美音を紡ぎだすイツ

ァーク・パールマンもディレイ先生のお弟子さんです。また当時の私の同級生も五嶋み

どり、ギル・シャハムなど現在も国際的に活躍している方ばかり、さらにだいぶ下には

現在ベルリン・フィルハーモニー交響楽団のコンサートマスターとなっている樫本大進

君がいました。 

ただ、誤算だったのは、ロータリーの奨学金を持ってしても NY の住居費の高かったこ

と、なかなかある程度の練習もできる場所が見つからなかったこと、それから、アスペ

ンではあんなにフレンドリーだった同じ仲間たちが NY の生活では今一つハッピーでは

なく交流が少なかったことでした。それは実は NY の街全体に言えることで、どうしても

裕福な人に脚光が当たり、反対に危険な目に実際に合わないまでも足を踏み入れるのは

はばかる場所もありました。その格差が大きすぎ、また格差にもいろいろな種類があり、
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加えて人種的にも単に白人黒人と言うよりは、ヒスパニック系、ラテン系の比率が特に

高いために性質の悪いモザイクのピースが無理やり押し込まれているようなぎくしゃく

した感じを常に受けました。街並み、暮らし、商店街、地区ごとによる雰囲気の差があ

まりにも雑多で、NY がメルティング・ポット（煮え切ったルツボ）と言われることを体

感しました。地下鉄の雰囲気、そして極寒の冬は忘れられません。 

しかし、カーネギー・ホールやメトロポリタン・オペラに徒歩圏で通い、たくさんの

コンサートに接することができたことと、元よりジュリアード音楽院での経験が、私の

血や肉として蓄えられ、帰国後すぐに東京フィルハーモニー交響楽団のコンサートマス

ターに呼んでいただいてからも２０年余に渡って新国立劇場等での演奏の支えになった

ことは間違いありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから誤解の無いように申しますと、私はそれでも８０年代の NY の雑多な雰囲気と

そこにいた人々を今も懐かしく思い出します。現在はネットの情報や、投稿映像によっ

てその場に足を運ばなくても世界のかなりの情報は得ることはできます。しかし便利さ

とは裏腹にそれは大変な危険性を持っています。やはり、実際にその場にいたこと、生

活したこと、たった一つの食料品を買うだけでも苦労した体験との差は大きいと思いま

す。 

国際ロータリー財団のおかげで留学できたこと、それは、とりわけ自分が全く普段と

は違う世界で、またそこにいる人々を愛するように思えるようになることだったと、今

また本当に思います。 

今回はこれで拙文を終了させていただきますが、機会あればまた演奏や話を通じてこ

の体験の貴重さをお伝えしたいと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上）カーネギーホールの前で 
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「英国（レスター）留学体験～イギリス人の生き方を学ぶ～」 

                   1996 年～1997 年度派遣 国際親善奨学生 

                                久保 昌央 

 

レスター（Leicester）は、イギリス中部（Midland）に位置する伝統と歴史のある都

市である。古代ローマ時代の遺跡も町中に残っており、同時に戦後この町は靴下（スト

ッキング）工場で栄えた町でもある。 

私がイギリスに留学を決めた理由は二つあり、ひとつはイギリス外交（特に欧州との
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関係）の第一人者の研究者がいるレスター大学でイギリス現代史を勉強したかったから

です。もうひとつは、ロータリー派遣奨学生としてイギリスの異文化を学び、現地での

交流をもとにイギリス人の考え方、価値観、世界観を知りたかったからです。 

 イギリス人の考え方や価値観を学ぶことができたきっかけは、もちろん、ホストカ

ウンセラーのキースさんとの出会いであった。大学では学生たちとの交流が大半であっ

たので、ロータリークラブの例会でキースさんをはじめとする英国紳士のロータリアン

と会ってお話しできる機会を得たことは私にとって貴重な財産となりました。この留学

体験記ではロータリアンのキースさんから教えていただいたイギリス人が持っている二

つの気質をご紹介したいと思います。 

キースさんは物静かな性格の方で、ゆっくりとした口調でイギリス人の特徴について

語ってくれました。例会でもキースさんは「イギリス人は現実主義で、感情の浮き沈み

に左右されない国民である。」と教えてくれました。つまり、イギリス人は人生で最悪の

状況にあったときでも、それを失敗ととらえずに、失敗の判断を今この時点ではしない。

特に、若いうちは前に突き進み挑戦していくことが大切であり、成功、あるいは失敗し

たと思っても、判断を保留して前向きにチャレンジしていくべきだと強調していました。

これは、たとえどんなにつらくても、失敗してしまったという判断を保留することによ

って、逆に無限に引き延ばされた希望をいだくことができるというわけです。 

 私はこの話を聞いて、イギリス人はむしろその失敗を逆に楽しむことができる国民

だと思いました。もちろん、通常の人間にとって失敗を楽しむことは難しいことかもし

れないが、失敗したときこそ、そうしたつらい状況をニヤリと眺める精神的な余裕がな

ければなならいとキースさんは教えてくれた。逆境におかれてもニヤリと笑うぐらいの

余裕があれば強いという意味だ 

さて、キースさんはよく私を自宅に招いてくれた。お子さんはすでに独立していたの

で一人暮らしであったが、日曜日にはお孫さんの家に連れていってもらい、そこでイギ

リスの伝統的な料理である「ローストビーフとヨークシャー・プディング」を御馳走に

なったり、お孫さんと一緒に広い庭でクリケットを楽しんだこともあった。そこで、キ

ースさんの息子さんや親戚のかたに二つ目のイギリス人の特徴を教えていただいた。 

 それは、イギリス人はイライラせずに待つ忍耐力がある。ある行動をすると決めて

も、すぐに行動せずに、それが最大限に開花できる機会を狙って、実行をギリギリまで

待つことができるというお話しでした。 

 話は少しずれますが、現在、私は東京の私立高校で英語の教員をしています。高校

では、進路指導を例にとると、教師のほとんどは生徒たちに「〇〇君。できるだけ問題

点を早く見つけて、すぐに行動に移しなさい。早ければ早い方がいいですよ。」と指導す

る場面が多い。日本の教育では「すぐにやる」「すぐに行動する」ことが重要視されてい

るのが常識です。しかし、イギリス人はこれとは逆の考え方をします。つまり、「すぐに

行動しないことが大切」と信じているのです。 

 キースさんと親戚の方は、続けて説明してくれました。「人間は基本的に待つことが

嫌いだ。だから、十分なタイミングを待たずに行動に移してしまう人が多い。少しおも

しろい話をしてあげよう。ある昔、このイギリスのスパイ諜報機関がマラヤ半島（今の
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マレーシア）にスパイを送った。マラヤの小さな町のある組織を調査するという任務だ

った。その男はマレー人と一緒に住み、その土地に永住する。目立たないように町の人々

と仲良くなり、ひっそりと暮らす。そしてその組織の情報を定期的にイギリス本国に送

った。さて、いつまで送ったか？一生かけて情報を送り続けたんだ。しかもそれだけは

終わらない。その男はマレーの女性と結婚して、子供が生まれる。そしてその子供も実

は親からその任務を引き継ぐ。そして、また、その子供である孫もこのスパイ任務を引

き継ぐ。つまり、３世代に渡ってイギリスはそのある町の組織を調査し続けるのだ。」こ

のように、イギリス人は、国家の安全保障に関する情報収集を継続して、重要な情報が

得られるまで徹底的に待つことができるのである。イギリス人の気質を観察していると、

私は「待つことができるイギリス人」の魅力に引き込まれます。私はこのイギリス人の

気質に憧れてしまうのです。 

また、イギリス外交を勉強していると、「早く見つけ、遅く行動し、粘り強く主張し、

潔く譲歩する」という言葉とよく出会います。これはどういうことかというと、できる

だけ「早く」問題を見つけ、決定せずに、「遅く」行動するという意味です。遅く行動す

るという考えには、実は早く問題を見つけるという前提条件がついてくるのです。単に、

遅く行動するだけではチャンスを失うだけです。大切なことは、問題を早く知ることが

できれば、知ったあとはじっくりその対策を計画できるということです。これは「粘り

強く主張し、潔く譲る」とともにイギリス帝国主義政策の戦略と知恵そのものなのです。

そして十分な対策の時間あれば、好機をつかむことができるという考えです。 

この「ピッタリ」のタイミングこそ、少ないコストで最大の収穫を得る道だと思いま

す。つまり、ギリギリのタイミングを待つことのできる「強い神経」が持てるかどうか

が勝負になります。「すぐに実行する」ということも大切ですが、そのさらに一段上にあ

る戦略がこの感覚ではないかと思います。「ピッタリ」のタイミングに、ある行動を実行

に移すということは普通難しいことです。問題点や目標を見つけると、人間はすぐに行

動に移したがります。それを待つことは、相当な強い忍耐と「強い神経」が必要になっ

てきます。しかし、この待つイライラ感を楽しみに変えることができれば、絶好のタイ

ミングを悟ったときに、瞬時に行動でき、最大限の収穫を得ることができるのです。 

私はロータリーの国際親善奨学生として、このようなイギリス人の逆説的な生き方を

学ぶことができました。そして、今、私は他の人とは少し違った角度で日本社会、そし

て世界を観ることができるようになった気がします。キースさんの生き方から学んだイ

ギリス人の価値観をこれからも大切にし、未来の日本を背負っていく若者たちにこの経

験を伝えていきたいと思います。 
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ロータリアンの方々と（地区大会にて） 

 

 

イギリス・レスターの街並み 



8 

 

2014 年～2015 年度財団留学生留学報告 

 谷川恵（フランス・パリ第 7 大学大学院 在学中） 

 

国際ロータリー第 2770 地区の皆様、こんにちは。いつもお世話になっております。第 2770

地区派遣奨学生としてフランス・パリ第 7大学大学院に留学中の谷川恵です。皆様いかがお

過ごしでしょうか。 

 さて、早いもので、留学開始から 8ヶ月が経ちました。ロータリアンの皆様のご支援のお

かげで、無事に留学生活を続けられておりますことに心より感謝申し上げます。 

 パリはずいぶん日が長くなり、5 月現在で夜 10 時ごろまで外が明るいです。曇天の長い

冬を終えた分、晴れた日はとても清々しく感じられますし、夏に向けてパワーが湧いてきま

す。 

 私の通っている大学院は 2学期制で、先日すべての授業が終わりました。2学期は、中国

語学（中国語に関する言語学）の授業も履修しておりました。それまで中国語の知識がなか

ったうえ、私以外の学生はみな中国人だったので、不安でしたが、先生や周りの友人たちの

サポートをいただき、無事に授業での発表と口述試験を終えることができました。 

 また、3月の終わりには、修士論文の中間発表会がありました。私は修士論文で、フラン

ス語の名詞句の構造について研究しております。この発表会への参加は任意だったのですが、

論文の内容について多くの先生方からコメントをいただく良い機会だと思い、研究内容の発

表を行いました。その準備の過程で論文の内容も大筋がまとまり、発表会当日にはいくつか

の有益なコメントをいただくことができました。今後は、原稿を書き、推敲する、という繰

り返しになりますが、6月の提出に向けて、よい論文が書けるよう、しっかりと励みたいと

思っております。指導教授の先生は、大変お忙しい方なのですが、定期的に面談の時間をと

ってくださり、いつも熱心にアドバイスをくださるので、本当に感謝しております。 

 そして、こちらに来てから、以前習っていたヴァイオリンを趣味として再開いたしました。

弦楽オーケストラ教室で弾いているのですが、フランス人と日本人が半々くらいで、和気

藹々とした環境です。そして、小さなお子さんから大人までいる教室なので、大学では話す

機会のない方々と交流でき、私にとっては大学外の世界がひとつできたことで、とてもよい

気分転換になっています。 

 冒頭にも書きました通り、留学を始めて 8ヶ月が経過いたしましたが、私としては随分前

からこちらで暮らしているような感じがいたします。3月には、日本の大学でお世話になっ

た先生方がパリにいらっしゃる機会が何度かあり、お食事をご一緒させていただいたのです

が、「もう 1 年半はこっちで過ごしているかと思うくらい、すっかり馴染んでいるね」と言

われて、たしかにそうかも知れないなと思います。不思議な気もいたしますが、どうやら水

が合っているようです。それを活かして、学業に励むことがもちろん第一ですが、そのうえ

で、今後とも少しずつ文化交流の場も広げていければと思っております。 

 これから日本は蒸し暑くなってくるかと存じますが、皆様、どうぞくれぐれもご自愛くだ

さいませ。 
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大学のキャンパス内で。私の所属する

言語学専攻の入った建物です。 

 

授業風景です。ゼミ形式で行われる少

人数の授業が多かったです。 

 

指導教授の先生との写真

です 
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石関 千穂（英国・ロンドン大学ロイヤル・ホロウェイ校 在学中） 

 

 お久しぶりです。皆様、お元気ですか？日本は、すでに夏のように暑いと聞きましたが、

体調など崩されていないですか？イギリスは、ゆっくりと春から初夏へと移り変わっている

ところで、寮の窓を開けているとタンポポの綿毛が風に運ばれて部屋に入ってきます。日中

は 20℃くらいまで気温が上がりポカポカと気持ちのよい陽気で、新緑も美しく、数ヶ月前

の日照時間が短く寒々としていた冬がうそのように感じられます。 

 実は、先週で２学期の授業が全て終了しました。年が明けてから、次の課題、次の課題と

取り組んでいるうちにあっという間に半年が過ぎようとしています。5 月 15 日には主要科

目の「CSR(企業の社会的責任)」の試験があり、3 時間ボールペンで論述試験の答案を書き

続けました。A4 サイズの解答用紙が 6 ページくらい埋まったと思います。ラベルを剥がし

た水のペットボトルとボールペンしか持ち込むことが許されない厳格な試験で緊張もしま

したが、約 1ヶ月間、授業の復習と試験勉強に専念したおかげでなんとか乗り切ることがで

きました。この期間、ほぼ毎日図書館に通っていたのですが、同じく試験勉強をする学生達

で朝の 10 時には満席になってしまうので、8 時半前には図書館に着くようにし、起きてか

ら寝るまで試験勉強をしていたように思います。本番のためにボールペンで論述を書く練習

をしていたら、数年ぶりにペンだこができ、めずらしいものを見る気分で自分の指を見つめ

てしまいました（エッセーなど他の課題は、ずっとパソコンで書いていたせいもあると思い

ますが）。こちらの学生は試験前、ほぼ寝ないで毎日勉強するのだそうです。ものすごい緊

張感と集中力を見習って私も必死で勉強した 1 ヶ月間でした。21 日には、修士論文のテー

マと今後の研究計画について発表するプレゼンテーションがありました。私の研究テーマは、

「日本企業が CSR 活動を通じて、どのように開発途上国の発展に貢献することができるか」

というものですが、教授にもとても興味深いテーマだと言っていただくことができ、これか

らの研究と論文作成へのモチベーションが上がりました。 

 少し前になりますが、2月12日に1140地区のミーティングで10分間のスピーチをさせてい

ただきました。ロンドンより南にあるSurrey州のロータリークラブから100人程のロータリ

アンが集まっていました。10分間のスピーチの内容は、自己紹介、学習の内容、日本文化の

紹介をしてほしいと言われていました。日本人留学生の多いイギリスで、どんな日本文化を

紹介したらいいのか悩んだ結果、私は日本の四季を愛でる心を伝えたいと思いました。事前

にカウンセラーのマーガレットさんに内容のチェックをしていただいたおかげで、本番は落

ち着いてプセゼンテーションをすることができました。パワーポイントを使い、自分の名前

の紹介も兼ねて「千穂」という漢字の意味はA thousand ears of riceと伝えたところ、会

場から笑い声が聞こえてきました。お米の国から来た私は、夏の青々とした田んぼと、秋の

黄金に輝く収穫時の田んぼの写真を見せ、日本の美しい風景を紹介しました。その後、「も

ののあはれ」という平安時代の美的表現を紹介し、日本には四季の移り変わりに情緒を感じ、

特に、数日しか保たない満開の桜が散って行く光景に「もののあはれ」を感じて溜め息をつ

いてしまうのですと紹介しました。イギリスでも日本の桜は美しいことで知られており、こ

ちらも四季があることで共感が得られたのではないかと思います。大学院での専攻も、企業

のビジネスを通じた開発途上国への貢献について学ばせて頂いていることを報告しました。
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スピーチの後、大きな拍手をもらい、ガバナーさんや複数のロータリアンの方からお褒めの

言葉をいただくことができ、とても嬉しかったです。残念ながら写真はないのですが、皆様

に私の喜びを少しでも伝えられたらいいなと思います。 

 以下、こちらでの様子が伝えられるよういくつか写真をお見せします。 

  

3 月 12 日：ボランティアプロジェクトの成果発表プ

レゼンテーションの後にコースメイト・先生方と共

に(皆が作ったポスターの前にて) 

１月から週一度参加させて頂いていた環境保護団

体ナショナルトラストでのボランティア活動に

て。春に向けて、細い木の切り出しや枝の剪定行

っている様子。 

 

 

3 月 20 日:コースの一環のフィールドトリップに

て、ロンドンのテムズ川左岸の都市開発について

学び、持続可能な都市について考える。1990 年代

から 2012 年オリンピックを経て目覚ましく開発

が進んでいる地帯を教授の説明を聞き、コースメ

イトと議論をしながら見学。 

上写真：元調味料会社の工場が人気商業施設に生

まれ変わっており、その最上階のレストランのベ

ランダにて。左写真：ビルの屋上を利用したお魚

ファームにて。下段で小魚を飼い、その糞の養分

と水を使って上段で野菜の栽培をしている。 
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Royal Holloway, University of London キャンパス正面を臨む 

  

 

 

Royal Holloway,  

University of London,  

チャペル内にて 
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2015 年～2016 年度派遣奨学生候補生の紹介 

ロータリー財団地区補助金奨学生 

寺 戸 佑 希（越谷南ＲＣ推薦） 

 

私は現在関西学院大学で建築を学んでいる 4 年生です。卒業後は建築を

専攻に留学をし、修士号を修得したいと考えています。私の専攻してい

る建築とは人の生活空間を生み出すという目的だけでなく、社会に影響

を与えるに十分な力を持っています。例えば、東北の大震災後に被災地 

に建てられた「みんなの家」です。この家は、建築家４人と地元の人々が「ここに建築は

可能か」という問いへの答えを求めて協力して計画されました。この建物は、見晴らしの

よい丘の上に建っており、震災後に避難した際にバラバラになってしまった地元のコミュ

ニティーを再生するというコンセプトを持っています。また、資材には震災にあった地元

の木材が使われています。よって、建築には物理的な存在だけでなく、社会性を持たせる

ことができます。このように将来は建築の社会的な側面を自ら発信し、また設計活動を行

うことで世界を舞台に活躍したいと考えています。 

 

 

 

成 田 七 海（さいたま中央ＲＣ推薦） 

 

はじめまして。成田七海と申します。このたびはロータリー財

団の財団奨学生として選んでいただき、ありがとうございました。

私は東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て東京芸術大

学で音楽について学んできました。専攻はチェロという楽器で、

在学中は室内楽、オーケストラ、ソロと多方面に渡り勉強をしま

した。今はオーケストラや室内楽を中心に活動しています。 

2014年9月よりオーストリアのウィーンコンセルヴァトリウム音楽大学への入学を目指し

てただいま準備中です。留学を通して自分自身の演奏技術の向上は勿論ですが、ウィーン

という芸術の発展した街で、ヨーロッパにおける芸術の発展や現代社会との共存の仕方を

学び、いづれ日本そして埼玉の文化の発展に貢献していけるようになることが目標です。

また、ヨーロッパの文化を吸収するだけでなく、日本の文化を海外に伝える役割も担うこ

とができたらと思います。どうぞよろしくお願いします。 
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ロータリー財団グローバル補助金奨学生 

本田 真理子（川口ＲＣ推薦） 

 

はじめまして、本田真理子と申します。この度は、グローバル補

助金の奨学候補生として選んでいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。私は大学で国際関係学と経済学を学び、その後は経済関

係の仕事をしてきました。学生時代から国際協力に関心があり、途

上国でインターンなどをしたりしました。バングラディシュに行っ

た際にマイクロクレジットとよばれる小額の資金でも地域経済の発 

展や女性の地位向上に役立っているところを目の当たりにする機会があり、今後は開発

でも特に途上国や貧困層の人々への資金の流れと地域社会への影響について勉強したいと

考えております。留学先は香港になる予定で、特にアジアの事例を中心に勉強したいと思

っています。卒業後は学んできたこととこれまでの経験を生かして、「経済と社会地域の発

展」に貢献できるよう、国際協力に携わっていきたいと考えております。今後とも、ご指

導いただけますようお願い申し上げます。 

 

 

 

酒 井 美 江（浦和北ＲＣ推薦） 

 

みなさんはじめまして、2015 度派遣「ロータリー財団グローバル

グラント」候補生の酒井美江です。私は、スポンサー・クラブであ

る浦和北ロータリークラブから推薦をいただき、北米で政治科学を

学ぶための準備をしています。入学後の主専攻は国際関係論、副専

攻は中東政治研究になる予定です。 

 グローバルグラントは、グラント受給者が専門研究や実地調査の

知識を速やかに社会に還元し、社会貢献することを促進するという

趣旨で設立されました。私の専門領域は第一分野の地域紛争と平和 

構築というテーマに関わります。現在、中東情勢は長引くシリアの内戦、イラクの教派的

分断、さらにイスラエルのガザ侵攻等によって大きく地殻変動を経験しています。こうし

た混迷を踏まえて、理論面そして紛争地帯でのフィールドワークを通じて和平の構築と民

政の安定化について知見を深めていきたいと考えています。 

 ロータリー財団の奨学金プログラムは海外、殊に北米では圧倒的な知名度を誇ります。

ポリオ撲滅運動を代表とするロータリークラブの社会活動に加え、研究補助プログラムが

国際社会に広く目を向ける人材を育成することに成功してきたからです。こうした威信に

恥じないように、ロータリアンや学友会の先輩方のご指導の下、ひとつひとつ課題をこな

していきたいと思います。クラブでの卓話や各種催事でみなさんにお会いできることが私

の大きな心の支えです。どうぞ、よろしくお願いいたします。    
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学友かわら版第５号をお届け致します。 

 2014 年末に発行すべき第５号の発行がかなり遅くなってしまいましたことをこの場をお

借りしてお詫び致します。 

 学友から、平澤仁様、久保昌央に記事を寄せて下さいました。お二人ともそれぞれ 1980

年代、1990 年代というかなり昔の留学を振り返って原稿をお書き下さいました。留学中の

写真も探すのにご苦労をされたことでしょう！有難うございました。 

 現在留学中の谷川恵様、石関千穂様は、それぞれパリ、ロンドンでの論文執筆等でお忙し

いところを、お時間を頂いて記事をお送り下さいました。写真から現地で活き活きと活躍さ

れえているお二人の様子がよく分かります。ご研究の発展を遥か彼方埼玉 2770 地区よりお

祈り申し上げています！ 

 最後に今年旅立たれる候補生の寺戸祐希様、成田七海様、太田真理子様、酒井美江様、5

回のオリエンテーションを無事終えられ、もう間もなく出発…ですね！皆さまの留学の夢が

叶い、そして素晴らしい研究成果をあげられることを心よりお祈りしています！ 

 

【訂正とお詫び】『学友かわら版』の前号の表紙に「第三号」とあり、編集後記では「第五

号をお届けします」となっていましたが、前号は正しくは「第四号」でした。この場を借り

てお詫び申し上げます。  

 （「学友 かわら版」編集担当 小池剛史） 
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学友会 幹事会からのお知らせ 

2015 年～2016 年度 国際ロータリー第 2770 地区 

学友会総会開催のご案内 

すでに周知のとおり、第 2770地区学友会では、昨年地区大会開催（14/11月）に合わ

せ、2014 年度の総会を企画いたしましたが、14/5月のイル・クオーレにおける 2013 年

度の総会と時間的間隔が狭かったこと、さらに開催当日会場変更などの諸事情により、

ロータリアン、学友の十分な出席を賜るに至りませんでした。 

 総会は、今後の学友会を考えるうえで、学友が集まる場として非常に大切です。つき

ましては再度イル・クオーレ（さいたま新都心）にて、2015年度の総会を行う運びとな

りました。 

 例年より早い時期の開催となりますが、夏の午後のひととき、多くの学友の皆様にご

参加いただき、親交を深めながら、今後の学友会の在り方、活動について議論を深める

機会にしたく、ご案内申し上げます。   

                                             

日時: 平成 27年 7月 12日(日)12:30～15:00 

会場:アルピーノ村内 イルクオーレ（さいたま新都心駅より徒歩 8分） 

会費: 学友 3.000 円、ロータリアン 5000円 

主な内容：活動・会計報告、規約改正・幹事改選について、 

学友会の在り方、今後の活動についての話し合い 

        学友による講演 （1999 年～2000年度国際親善奨学生 佐野康子） 

 

・出欠のご返事は、郵送いたしました往復葉書にて、6 月 26日(金)までにご返信頂くか、

もしくは学友会メールアドレス gakuyu2770@gmail.comにて出欠をお知らせいただきま

すよう、お願いいたします。 

 

欠席の方も近況などお知らせください！ 

  

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

学友会 幹事会 

  


